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これらのユニットはすべて内側一外側方向よりも前一

後方向の刺激に対してよく応答した。その他，記録さ

れたユニットのうち一本の歯牙の触・圧刺激にのみ応

答するもの（2ユニット）よりも，その周囲の歯肉や

隣接歯の刺激にも同時に応答する例（18ユニット）の

多いことが観察された。

　このような歯牙の機械的刺激に応答する大脳皮質ニ

ューロンは歯根膜からの感覚情報を処理することによ

り食物の性状の判別や咀囎運動の制御を行う機構に何

らかの関与していることが考えられる。
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除をさけ，インプラント材の外形に一致させるよう努

力すべきである。

　2　インプラントをより進歩させるためには，その

材料の改善も必要であるが，物理的組織障害を充分考

慮したインプラントの形態設計の改良がより重要と考

えられた。

　3　インプラント周囲の線維性被膜は，健全歯周囲

の歯根膜とその構造を異にするため，その咬合回復を

目的とした歯冠の形成にあたっては，過剰な力の加わ

らないよう充分配慮すべきものと考えられた。

演題3　歯科インプラントに関する基礎的研究，病理

　　　学の立場から

演題4　ラット歯根膜における上皮遺残の増殖に関す

　　　る実験的研究
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　目的：われわれは，各種インプラントについて，病

理学的検討を加える目的で，動物実験を試み，下記の

成績と結論を得た。

　成績：

　1　インプラント材の生体に及ぼす影響について

　各種金風バイオセラムおよびバイオグラスなど，

現在インプラント材として応用され，あるいは応用し

ようと考えられている材料には悪いものはなく，充分

使用し得る。

　皿　歯内骨内インプラントについて

　本法の施行後，根尖部付近に炎症や歯強直をみるも

のが多く，また，インプラント材尖端付近組織は骨の

吸収を伴い厚い線維性被包を示すものが多かった。

　皿　骨内インプラントについて

　A）ピン型ではバイオセラムを用いたが，材料が細

く，凹凸の少ないものの方がよい結果を得た。

　B）ブレード型では，ネック部とボディ部とが分割

使用できるツーピースタイプと，しからざるワンピー

スタイプを用いた。ツーピースタイプでは先ずボディ

部のみを顎骨内にインプラントし，顎骨内での安定が

確認された3ケ月後にネック部を合着したため，ワソ

ピースタイプに比し，きわめてよい結果を得た。

　結論：

　1　インプラントの成功，不成功は，インプラント

の骨内維持の安定，不安定にかかっている。よってそ

の実施にあたっては，出来るだけ不必要な骨組織の削

　慢性根尖性歯周炎において歯根膜中の上皮遺残の増

殖をみることがある。またある種の歯原性腫瘍の発生

起源をこの上皮遺残に求めることがあるが，その実証

のための研究は少ない。また歯根膜中の上皮遺残の増

殖は如何なる形態的推移によるものかも未だ明らかで

ない。そこで演者らはラットを用いて歯根膜中の上皮

遣残の増殖を実験的に惹起し，歯原性腫瘍の由来をこ

こに求め得る可能性があるか否かを検討した。実験に

は1か月齢のLong－Evansラットを用い，胃チュー

ブにて1－buty1－1－nitrosoureaを総量1200mg／kgを投

与し，経日的に屠殺し，顎骨を通法の如く脱灰，パラ

フィン切片として観察した。対照群では臼歯部歯根膜

中に数個の上皮遣残がみられたが，増殖性所見は認め

られなかった。一方，実験群では臼歯部歯根膜中に種

々の程度に増殖した上皮細胞巣が散見され，とくに増

殖の顕著なものはエナメル器あるいはエナメル上皮腫

の初期像に相当する所見を呈していた。この様な歯根

膜中における上皮の増殖性変化はニトロソ化合物投与

後122～305日目のものにみられ，その出現頻度は54匹

中34匹（62．3％）であった。なお，ニトロソ化合物投

与後の期間と上皮の増殖程度との間にはとくに明らか

な関連は認められなかった。以上の様にニトロソ化合

物は歯原上皮にも間接的に作用し，実験群においての

み歯根膜中に種々の程度の上皮の増殖性変化がみられ

る。さらに上皮の増殖の著明であった例ではエナメル

上皮腫の初期像に類していたことより，歯根膜中の退


